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南方資源利用技術研究会

第20回総会・特別講演会資料

第20回総会プログラム

平成 11年度事業報告

平成 11年度会計報告

平成 11年度会計監査報告

平成 12年度事業計画案

平成 12年度予算案

その他

特別講演会資料

日時 平成 12年8月 18日(金)14: 00-17 : 30 

場所 側トロピカルテクノセンタ.



第 20回総会及び特別講演会プログラム

(1)総 A
一品 14 : 00・15: 00 側トロピカルテクノセンタ.

(2)特別講演会

(3)懇親会

15 : 00-17 : 30 

17 : 30-19 : 00 

/1 

/1 

=総会次第=

-開会の挨拶

・議長選出

・議事

平成 11年度事業報告

平成 11年度会計報告

平成 11年度会計監査報告

平成 12年度事業計画案

平成 12年度予算案

その他お知らせ

創設 20周年記念事業計画について

若手の会(仮称)

秋季研究発表会・特別講演会

-閉会の挨拶
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平成 11年度事業報告

1. 第 19回総会の開催 (Hl1.7.16 (金)沖縄県工業技術センタ・)

2. 第 16回研究発表会の開催 (Hl1.12.4(士)琉球大学農学部)

3. 南資研研究会誌第 15巻第 1号の発行

4. 特別講演会の開催 (4テーマ)

l)沖縄県の産業振興新規事業創出支援体制(プラットフォーム)に

ついて

沖縄県商工労働部産業政策室主幹 小嶺淳 氏

2) 沖縄県におけるマルチメディアの展開と産業関連効果について

沖縄県企画開発部マルチメディア推進室 副参事

仲宗根辰夫氏

(資料同推進室室長七尾淳氏)

3)精密農業について

琉球大学農学部生物生産学科

4) トランスジェニック植物ワクチン

琉球大学医学部医学科

5. ニユ・スレタ.の発行 1回(No.32)

6. r南方資源利用技術研究会活動のしおり Jの発行

7. 南方資源利用技術研究に関する活動の推進

*関連資料・文献の収集

*国際活動の推進

*研究会活動の活性化

*20周年記念事業に向けての準備作業
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鹿内健志氏

新川武 氏



平成11年度収支報告

収入

項目 11年度予算 11 
繰越金 1.023.045 1，023，045 。
会費(一般) 190，000 220，000 30，000 11年度分
会費(特別) 700，000 600，000 -100，000 11 

未収会費(一般) 78，000 54，000 -24，000 過年度分
未収会費(特別) 200，000 。-200，000 11 

利息 500 198 -302 
雑収入 10，000 58，000 48，000 懇親会余剰、資料
入総計 2，201，545 1，955，243 -246.302 

支出

自
1.事務費
消耗品 50，000 18，059 31.941 
通信費 50.000 21.220 28.780 はがき、切手

旅費 80.000 。 80.000 
備品費 10.000 。 10.000 
手当
アルバイト 60.000 39，200 20，800 総会、研究発表会
事務補助 120，000 37，800 82.200 会計補助

振替手数料 6.000 4，550 1，450 
交通費 20，000 11，690 8.310 
事務費小計 396，000 132，519 263，481 
2.事業費
総会費 120.000 37，599 82，401 会場費ほか
会議費 20.000 7，137 12，863 
活動費 300.000 120，000 180，000謝金、国際学会補助
出版物印刷費 900.000 802，200 97，800 会誌15号
ニュースレター等印刷 200，000 228，375 -28，375 ニューλレ9一、しおり
出版物発送費 100，000 43，630 56，370 
予備費 165，545 3，160 162，385 
事業費小計 1，805，545 1，242.101 563，444 

2，201，545 1，374，620 826，925 

繰越金= 580，623円
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平成 12年 7月 10日

会計監査報告書

南方資源利用技術研究会則第 6条及び第 9条に

基づき、平成 11年度の会計監査をした結果、会

計帳簿の記録・計算が正確であり、証拠書類との

照合において、不正・誤謬は認められませんでし

た。なお、予算の執行方法や業務の遂行において

も正常かっ適性であることを認めます。

監査

大生必ヌ九一(参

池間洋一台育謬i
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平成 12年度事業計画(案)

1 第20回総会の開催 (HI2.8.18(金) トロピカルテクノセンタ-)

2. 第 17回研究発表会の開催 (HI2.秋予定)

3. 南資研研究会誌第 16巻第 l号の発行

4. 特別講演会の開催 (4テーマ)

1)新しい生産システムの構築を目指して

.機械化システムからバイオ・エコシステムまでー

琉球大学農学部生物生産学科 上野正実氏

2)不可思議な資源・コーラルサンド(風化造礁珊瑚)

.尽きぬその利用可能性.

コ.ラルバイオテック(株)

*残りテ.マ等は未定

5. ニユ・スレタ.の発行2回(No.33、34)

6. 南方資源利用技術研究に関する活動の推進

*関連資料・文献の収集

*国際活動の推進

*研究会活動の活性化

*若手の会(仮称)の活動

*20周年記念事業に向けての準備作業
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小田光男 氏



平成12年度予算(案)

収入

項目 12 予 11 z予
繰越金 580.623 1.023.045 -442.422 
会費(一般) 210.000 190.000 20.000 
会費(特別) 650.000 700.000 -50.000 
未収会費(一般) 60.000 78.000 -18.000 
未収会費(特別) 200.000 200.000 。
利息 250 500 -250 
雑収入 10.000 10.000 。
入官 1.710.873 2.201.545 -490.672 

支出

目 12年度 箪
1.事務費
消耗品 50.000 50.000 。 封筒ほか

通信費 25.000 50.000 -25.000 
旅費 50.000 80.000 -30.000 
備品費 5.000 10.000 -5.000 
手当
アルバイト 40.000 60.000 -20.000 
事務補助 80.000 120.000 -40.000 
振替手数料 6.000 6.000 。
交通費 10.000 20.000 -10.000 
務費小計 266.000 396.000 -130.000 
2.事業費
総会費 80.000 120.000 -40.000総会、発表会会場費
会議費 10.000 20.000 -10.000 理事会等
活動費 300.000 300.000 0謝金、国際活動補助
出版物印刷費 600.000 900.000 -300.000 会誌16号
ニュースレ9一等印刷 200.000 200.000 。ニュースレト33.34号
出版物発送費 50.000 100.000 -50.000 
予備費 204.873 165.545 39.328 20周年事業準備費
業費小計 1.444.873 1.805.545 -360.672 

支出総計 1，710.873 2.201.545 -490.672 
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南方資源利用技術研究会

創設20周年記念事業(案)

1 .企画

-シンポジウムの開催

-祝賀パーティーの開催

.功労者表彰

・その他

2. シンポジウム

バイオ関連など

3. 開催時期

平成 13年(西暦 2001年)秋を予定

*その他、会員の皆様のアイディアを募集いたします
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南方資源利用技術研究会「若手の会(仮称)J事業計画

-会員募集のお知らせ・

1. 設立に関して

平成 12年8月 18日

「若手の会」準備会

・平成 12年度総会において「若手の会」会員(有志)の募集を行い、そのメ

ンバーにより設立する

2. 会員の交流に関して

・年に 2度程度(総会後及び研究発表会後)会員間の情報交換・親睦のため交

流会を実施する

3. その他の活動に関して

・「若手の会J会員の情報交換の場として、ホームページの作成・運用の可能

性の検討

研究会会員以外も対象として県内若手研究者の情報・動向調査の検討

ー例えば、県内研究者抄録のアップデートなど

魅力ある研究会にするための会員・非会員の意識調査実施についての検

討

ー特別会員(法人会員)にとっての研究会

ー個人会員にとっての研究会

ー研究会のあり方

ー会誌・ニュースレーターのあり方
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南方資源利用技術研究会

秋期研究発表会・特別講演会のお知らせ

1.日時:平成 12年 12月 2日(土)午後より

2.場所:琉球大学

3.内容:

1)研究発表(一般講演)

10テ.マ程度 (1テ.マ 15分、質疑応答を含む)

募集要項・締め切り時期等についてはニュースレターでお知らせい

たします。

会員の方々のご応募をお待ち申し上げます。

2)特別講演(沖縄化学装置懇話会との共催 2題 )午後 3-5時予定

*講師については現在交渉中です

① 近年のバイオリアクタ.の開発と実用事例(仮題)

.② これからの沖縄県経済の展望と課題(経済関連、仮題)
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